
  

2017 年 9 月 16 日（土）13:30～16:30  

夙川公民館（兵庫県西宮市羽衣町 1-39） アクセス：阪急夙川駅より徒歩３分、JR さくら夙川より徒歩４分 

◎参加費：無料 
◎主催：アスベスト市民ネット、中皮腫・じん肺・アスベストセンター、特定非営利活動法人東京労働安全衛生センター 
◎後援：兵庫県保険医協会 
◎問合せ： アスベスト市民ネット 080-5354-8680 
この催しは、2017 年度独立行政法人環境再生保全機構地球環境基金の助成金を受けて開催します。 
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被害を考える会代表 斎藤 宏 

プログラム ※一部予定 
 
 

アスベストとは何か  
これだけは知ってほしい ～ 基礎から対策まで ～  
中皮腫・じん肺・アスベストセンター事務局長 永倉 冬史 
 

父はなぜ中皮腫に 
中皮腫・アスベスト疾患・患者と家族の会 ひょうご支部  

直木賞作家 藤本義一氏長女 中田 有子  
   

アスベスト被害者の声 
中皮腫・アスベスト患者・患者と家族の会 古川 和子 
 

「アスベスト検診」を大いに利用しよう 
兵庫県保険医協会 上田 進久 

 

各地のアスベスト問題の報告 
西宮市の事例 ストップ・ザ・アスベスト西宮 大島 賛都 
さいたま市の事例 エタニットによるアスベスト被害を考える会代表 斎藤 宏 
堺市の事例 堺市議会議員 長谷川 俊英 

 

自治体条例のあるべき姿  
ジャーナリスト 井部 正之 
 

質疑応答 
 
会場ロビーにてアスベストについてのパネル展示を予定  

 



 

アスベストは「静かな時限爆弾」と言われるように、アスベストを吸引することによって数十年
という長い潜伏期間の後に中皮腫というガンや肺ガンを引きおこし、患者ご本人のみならずご家族
など多くの方々を苦しめます。 

 
尼崎市で発生したクボタをめぐるアスベスト被害では、毎年、近隣住民で発病する方が増え続け

ています。阪神淡路大震災のがれき処理にあたった作業員の方の中でアスベストを吸い込んだこと
が原因による中皮腫で亡くなられた方がいることがわかりました。 

 
高度経済成長と共に大量に輸入されたアスベストは、その 8 割が建物の建材として使用され、

今現在、私たちが使っている多くの建物の中に眠っています。建物の中で眠り続けるアスベスト
は、建物の老朽化にともない自然飛散する可能性があるほか、建物が解体される際に適切な処置を
施さなければ、その多くが大気中に飛散し、近隣の住民の方々に深刻な健康被害をもたらします。 

 
このシンポジウムでは、まずはアスベストとは何かを知っていただき、その被害の実態、そして

近い将来、深刻な社会問題として浮かび上がるであろう、建物の改修や解体工事にともなうアスベ
スト飛散問題などについて、全国各地より関係者をお招きしてお話をお聞きします。 

 
私たちの日常生活のすぐ近くに潜む、このとてつもなく危険な物質アスベスト。私たちは今こそ

この問題と正しく向き合い、その危険性について知り、被害を食い止める予防策について考えるべ
きではないでしょうか。そのことは、未来を担う子供たちの世代へ向けた私たちの責務でもあるは
ずです。 

 
入場は無料です。シンポジウムにお越しいただき、一緒にアスベストについて考えてみませんか。 

 

 

“あなたはアスベストの本当の危険性をご存知ですか？” 

アスベストが危険とされて問題になるのは何故ですか？ 

 

アスベストは物質として安定し変化しにくく、飛散しやすく飛散

しても気づきにくい上に、悪性中皮腫や肺がんを起こす発ガン性が

あります。最初のアスベスト吸入からおおむね 40 年前後の潜伏期

をへて、石綿（アスベスト）肺、石綿（アスベスト）肺癌、悪性中

皮腫、といった健康障害がおきる事が、大分以前からわかっていま

す。 アスベストによる健康障害の中でじん肺の一つである石綿

（アスベスト）肺は、10 年以上職業的にアスベストを吸入していた

方にのみ起こるとされています。悪性中皮腫はより少量のアスベス

ト吸入であったり、短期間の曝露でおきることが知られています。 

 特に 2002 年、日本の男性で 2000-2040 年の今後 40 年間の

悪性中皮腫の死亡数が 10 万に達するという、東京工業大学（当時

早稲田大学）の村山教授の研究が公表された事が大きな衝撃を与え

ています。また現在使用されている製品から様々な理由で飛散した

アスベストが現在どなたかに吸入されたとすると 40 年後の 2044

年に健康障害を起こす可能性があるわけです。こうした将来の世代

への危険も問題とされる理由の一つだと思います。 
 
中皮腫・じん肺・アスベストセンターのホームページより抜粋  

http://www.asbestos-center.jp 

 

 

2017 年9 月16 日（土） 

13:30～16:30  

夙川公民館 入場無料 

阪急夙川駅より徒歩３分、JR さくら夙川より徒歩４分 

 

JRさくら夙川駅

夙川公民館

私たちの子供たちが暮らす未来へ向けて・・・ 


